
令和２年度（２０２０年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 熊本市立白川小学校 ＞ 
１ 取組の概要 

項目  活動の様子(写真) 取組の実際 

宣言 
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児童用  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     職員用 

     

 

 

 

 

 

 

「地球にやさしい活動」を意識し、環境委員会が中心となっ
て意識付けと実践に取り組む。 

【児童用】  

① 節電をします。                 
・休み時間や教室に誰もいないときは、電気を消す。 
・廊下や階段の電気は、必要に応じてつけるようにし、必 
要ない場合に気づいたら消す。 

② 節水をします。 
・ぞうきんは、バケツにテープで印をつけたところまで水 
を入れて洗う。 

・水の出しっぱなしはしない。   
③ ごみのぶんべつをします。 
・名刺より大きい紙は、各教室のリサイクルＢＯＸに入れ   

  ておいてリサイクルする。 
④ 身の回りを美しくします。 
・掃除用の片付けをきちんと行う。 

➄ 自分の物には名前を書きます。 
・持ち物に名前を書いているかを、記名の日(月に１回)に 
チェックする。 

・落とし物を減らす。 
 

【職員用】 

① ＯＡ機器、照明、空調機器のスイッチをこまめに消します。                
②プリントは、必要に応じて両面印刷をします。   
③紙類、文具類の整理整頓に努め、無駄なく使います。                   
④ごみはきちんと分別して出します。               

➄校庭等の美化作業に努めます。     
 

 
 
 
 
環境委員会の行動 
 
【エコ班】 
⑴ 各学級のバケツを集め、水を入れる目印になる  
 位置にビニールテープをはっていった。そのこと
で、無駄な水を使わないというと習慣ができたの
ではないかと思われる。 

 
⑵ 水を大切にするポスターも作り、学校の水道近
くにはっていった。 

 
⑶ 紙のリサイクルを進めるために、リサイクルＢ
ＯＸを作り、各学級に配った。 

  そして、毎月の委員会の時間に回収してまとめ、 
 ＢＯＸは戻すようにした。 

 
 
 



 
【発信班】 

環境に関するクイズを作り、掲示した。コロナ禍 
 の中では、当時、放送を使うこともできなかったの 
で、正解者の名前も順に掲示し、興味を持ってもら 
うことができた。 

 
【プロジェクト委員会とのコラボ】 

プロジェクト委員会が、各委員会のキャンペーン 
をまとめ、『おおえのさんオリンピック』と題し、 
順番に行っていった。各委員会のキャンペーンに学 
級単位で参加し、その達成度によってシールを配布 
しその枚数でスペシャルおおえのさん賞、金賞、銀 
賞、銅賞が決まるというオリンピックになった。 

 
⑴  環境委員会は、そのメダル作りに協力をするこ
とになり、事前に作った。 

 
⑵ 紙リサイクル＆名前を書こうキャンペーン 

環境委員会が最初で、『紙リサイクル＆名前を
書こうキャンペーン』という内容を計画し、環境
委員が各教室をまわってキャンペーンをアピール
した。 
このキャンペーンは、環境ＩＳＯ行動目標の３

と５を具体的に意識できるようなものだった。 
 〇 大きな紙をごみ箱に捨てなかったという児童    
  が８割、その日に指定してある持ち物に名前を

書いている児童が８割いたらシールをもらえ
る。 

 
  また、今年度は、月行事に『記名の日』が明記 

してあり、意識も高まっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学校の外のごみ拾い・清掃】 
  白川小は、学校の前に川が流れていて、広場もあ
るが、秋は落ち葉がたくさんある。そこで、みんな
でごみを拾いながら現地に進み、歩道を優先して掃
除をすることにした。 

  あっという間にごみ袋が何袋も落ち葉でいっぱ
いになり、日頃の学校の落ち葉を掃いたりすること
も、ボランティアとしてやっていこうということに
つながった。 
 
 



 
【学校をきれいに班】 
  コロナ禍の中、掃除や整理がなかなかできないところが
あるのではないかということで、各学級からそういう場所
を教えていただいて、環境委員がきれいにしようという取
組を始めた。次の委員会で行う予定である。 

【掲示班】 
  もうすぐ６年生は卒業するので、２つの外掲示板を５、   
６年生がそれぞれ受け持ち、卒業に際してのメッセージ等   
を飾ることになった。 
 ６年生は、風船の形をした紙を６年生の人数分用意し、 
それに６年生が１人ずつメッセージを書いたものを飾ろ
うと動き始めている。 

【緑化】 
 緑化委員会が腐葉土作りのコーナーに落ち葉を集めて 
腐葉土を作り始めた。担当にぬかを持っていくと、とても  
喜んでいただけた。 
春には、それを使って花植えができそうで楽しみである。 

記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇 落ち葉掃きをしてから、進んでボランティアがで 
きたらシールをはりに来ていた。登校しぶりの傾向 
があった児童がシールをはりに来る様子を見ると 
うれしかった。 

〇 水道使用料 (４月～１２月)  
令和元年度 ５９７７㎥ 
令和２年度 ２７３３㎥ 

前年比４５．７％(目標９８％以下) 
〇 紙使用量(４月～１２月) 

令和元年度    ３４５０００枚 
令和２年度   ２９５０００枚 

前年比８５．５％(目標９８％以下) 

見直し  
 
〇 紙の使用量については、職員朝会が減り校務支援
やタブレットのＴeamsで連絡しあうことが多くな
り、その分の紙の消費は減っていると思われる。し
かし、今年度の特殊な状態を考えると、やはり比較
しにくいところである。 

〇 今年度は、休校期間があり、冷房や暖房をつけて
も窓は開けていたり、プールの水を使わなかったり
ということがあったので、電気や水道の使用量は、
昨年と比べることができない。 

〇 タブレット、電子黒板等の機器使用や充電につい
ても、来年度から考えていかなければ、電気使用量
の増減だけではよりよい使い方かどうかを判断す
るには難しくなってきたと感じている。  

２ 成果と課題 

       成 果            課 題 
〇 新型コロナウイルスの影響で、昨
年まで取り組んでいたリサイクル活
動ができない中、節水運動、清掃活
動等やキャンペーンのできることに
取り組み、校内の環境に対する意識
は高まったように思う。 

〇 環境クイズでは、市のホームペー
ジを活用し、学校で共有することで、
ごみの分別や削減に向け、啓発する
ことができた。 

〇 現在の電気と水の使用量についてどう考え
ていくかということについて子どもたちに知
らせていく環境を整えなければならない。   

〇 コロナ禍で、昨年取り組んだリサイクルがで
きなかったのが残念だったので、今後は継続で
きるような内容を考えていこうと思った。 

〇 家庭と学校とでは、プラスチックごみ処理の
しかたが違う点について、尋ねられた時のこと
も考えなければならない。 

 


